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ユーザーの

CDP でしいユーザーアカウントをするには、のにってください。

メモ

スーパーユーザーは、にシステムにしいユーザーをするをっています。ユーザーにするなオプションがチェックされている、ユーザーもしいユーザーをできます。

1. メインメニューの［ユーザー］をクリックします。
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2. ［ユーザー］メニューで、［しいユーザーの］をクリックします。 

メモ

ユーザーはしいユーザーをするをします。この、［しいユーザー］ボタンがになります。

のユーザーのはユーザーをするをし、できます。

3. ［しいユーザーの］ウィンドウがきます。 

Advanced Edition Enterprise Edition
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4. このウィンドウには、しいユーザーのプロパテイーをします。

ユーザー：ユーザーのログインをします。

パスワード：ユーザーアカウントのパスワードをします。

メモ

ユーザーとパスワードでは・はされます。

パスワードの：ユーザーアカウントとじようなパスワードをします。

メールアドレス：ユーザーのメールアドレスをします。

ユーザータイプ (Enterprise Edition)

：スーパーユーザー、パワーユーザー、あるいはサブユーザーをします。パワーユーザーはサブユーザーをりてるをします。

サブユーザーはをりてるをします。

グループ

：ユーザーにグループをりてるために、ドロップダウンメニューからグループをして、［］アイコンをクリックします。ユーザーにいくつかのグループをりてることができます。

 をしてください。[ユーザーとグループ]

：ユーザーにをりてるために、ドロップダウンメニューからをして、［］アイコンをクリックします。

サブユーザー (Enterprise Edition)

：パワーユーザーはサブユーザーをりてるをします。サブユーザーをりてるには、ドロップダウンメニューからユーザーをして、［］アイコンをクリックします。パワーユーザーにいくつかのサブユーザーをりてることができます。

エージェント

：ユーザーにエージェントをりてるために、ドロップダウンメニューからエージェントをして、［］アイコンをクリックします。

ユーザーにいくつかのエージェントをりてることができます。[CDP エージェント]

をしてください。

ボリューム：

パワーユーザーにボリュームをりてるために、ドロップダウンメニューからボリュームをして、［］アイコンをクリックします。
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パワーユーザーにいくつかのボリュームをりてることができます。

（バージョン  ： ユーザーのデフォルトをできます。4.0 の）

ドロップダウンメニューから1つをします。

サーバーデフォルトの

：ユーザーはのをしないり、ユーザーたりのデフォルトはサーバーのデフォルトとしています。デフォルトがないは、にります。

スペイン

ヒント

ユーザーをしたりしたりしながら、「」または「スペイン」オプションをユーザーにできます。それにしても、のオプションとして「」をそのまましておいてください。

メモ

のはインストールされている  ファイルにづいています。このは、ユーザーごとにできます。がされた、GUImessages_*.properties

はにしたにリフレッシュするがあります。がされない、がデフォルトとなります。ユーザーにはされたパックがしない、ユーザーのはCDPサーバーのデフォルトとなり、さらににります。

5. ［］をクリックして、されたオプションきのしいユーザーをします。
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6.

ユーザーがにされたことをらせるメッセージがされます。ダイアログウィンドウで、「OK」をクリックします。


